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富田林や南大阪の情報を発信。沢山のつながりが出来れば！！

第24号

ザッカフェメンバーは富田林の主婦を中心に集まり2010年にスタートしました。
スタートのきっかけは某カフェを応援するために始めたイベントで、イベント名も雑
貨＋カフェ＝ザッカフェです。
カフェはオープンした当時全く知られてなく（今はとても人気のカフェ）お客さまが
来ることが無く、まずはここにお店がある事を知ってもらうためにイベントを開催し
てみようとスタートしました。今は場所を変えエコールロゼを中心に開催しています
。今年で7年目。秋の10/28～29にハロウインイベントで第23回目を迎えます。 毎回
クオリティの高い選りすぐりのハンドメイド雑貨やアクセサリー作家さんが集まるイ
ベントとなり、地元富田林だけでなく近隣では堺市や大阪狭山市、河内長野市、和泉
市そして他府県の奈良県や和歌山県からも沢山の出店お申し込みがあります。イベン
トのコンセプトはやはり富田林や南大阪の情報を発信すること、富田林や作家さん達
の魅力をより多くの方達に届けたいと思っています。富田林以外の方達にも足を運ん
でもらい地域活性化に寄与することも目的です。その場所から出会いや沢山の縁が生
まれイベントがアンテナ的な役割として、また開催場所を通じ出店者さんやお客様と
も交流を深めイベントで何かを見つける機会になること富田林で地域の人が楽しめる
こと、沢山のつながりが出来ればという想いでイベントを主催しています。イベント
はもちろん一人ではできません。スタッフと沢山の協力者の方々からのお声掛けで毎
回スムーズに運営が出来ております。夏のイベントでは社会福祉協議会よりボランテ
ィアさんにご協力いただきました。地域での連携ができているのもありがたい事です
。ハンドメイドのイベントだけではなく出店者さんが不要になった布や資材を集め富
田林とつながりのある大槌町へ全額募金活動もしております。

金剛地区まちづくり会議　https://www.facebook.com/kongo.machidukuri/

ザッカフェ実行委員会
http://zakkcafe.jimdo.com/

金剛地区は、昭和４０年代のまちびらきから約半世紀が経過し、ニュータウン特有
のさまざまな問題が顕在化しています。
これらの問題の解決のためには、行政や事業者の役割も重要ですが、住民等が日頃
の暮らしの中で取り組めることや連携して取り組めることがたくさんあります。
金剛地区まちづくり会議は、地区にかかわる様々な立場の人が一丸となって活性化
を進めるための組織として、今年６月に発足しました。
現在、住民、団体、事業者等約40人が参加し「金剛地区をこんなまちにしたい」
「金剛地区でこういうことをしたい」という思いをもとに「居場所づくり」「イベ
ント企画」「公園活用」「防災活動」をテーマとして、具体的な取り組みに向けた
活動が開始しました。
当面は、ソフト的なことが中心となりますが、魅力のあるまちづくりに向けた小さ
な取り組みを積み重ねる中で、地区全体の活性化に向けた機運が高まることを願っ
ています。

サポとん通信
新聞部メンバー
寺田美哉子　妹尾美千代（市民公益活動支援センター　☎ 0721-26-7887）
谷村孝紘（ふれあいサロン桜　☎ 080-3683-4973）
堀井利子（エンジェルガーデン21　☎ 0721-28-1224）
池川成子（JNWL大阪東支部ぴーすまいる　☎ 080-3463-4118）
寺田耕平（花唐草倶楽部　☎0721-55-4335）
木口文里（まちと未来を見つめる・わっちの会　☎ 0721-40-0288）

住民等が主体となった魅力的なまちづくり！

サポとん通信新聞部募集中

サポとん

登録団体の声を集めました。
　　　市民公益活動支援センターに
　　　　　　　　　　　　　登録してみませんか？

「金剛バル」の会議でよく利用しています。仕事の都合でどうしても遅い時間にしか
集まれないのですが、夜でも対応して頂けるので大変助かっています。また「金剛バ
ル」ではステージ団体の募集をお手伝いして頂いています。会議以外でも印刷機や裁
断機を利用でき、フラッと気軽に立ち寄れることが魅力ですね。こんなに便利で良い
場所をもっと沢山の方に知ってもらいたいです。

会の運営・伝え方の難しさを一挙に解決して頂いています。「まちづくり人づくり」
のため市民活動をサポートしてくれる支援センターのお蔭で、私たちの会もより進展
しました。気軽にアドバイスしてくれて、難題に向けてのサポートなど、本当に助か
っています。また交流会で地域への繋がりもできました。ホームページ作成等の支援
があり、魅力ある会に育っています。有難いこと。感謝しています！！

市川さん
金剛にぎわい創出実行委員会

この４月に団体登録し、団体のホームページ作成にあたっては手取り足取り教え
ていただいて大変助かりました。また、いろいろなイベントを通じたたくさんの
団体の皆さんとのネットワークを広げられるのもありがたいです。地域の盛り上
げの為に支援センターの役割は益々大切になってくるのではないかと思います。

はんどくらぶ（工房はんど）は、昨年12月に立ち上がったばかり。自分たちで
いろんな広がりを作ろうとがんばっておりますが、市民公益活動支援センター
さんのおかげで、これまでにない繋がりをもたせていただきました。その繋が
りから、新たな連携も始まろうとしています。感謝しています。フットワーク
の軽さと発想力の豊かさ、素晴らしいと思います。

正月明けの冬期講習会の生徒募集に年末ぎりぎりになって助けてください！と駆け
込んだのが支援センターとの最初の出会いでした。その後もイベントのたびにチラ
シの配架をしてくれたり、コラボできそうな団体さんを紹介してくれたりといつも
親身に相談に乗ってくれる支援センターには大変感謝しています！

子どものための無料プログラミングクラブ「CoderDojo富田林」を始める際、会場
や設備の準備、ボランティア活動の始め方など説明していただきました。もともと
地元のNPOスタッフの経験もありましたが自分で主催して立ち上げるのは初めてだ
ったので個人が何のネットワークもなくボランティアを立ち上げるのは難しい中、
公益活動センターの方々のアドバイスは大変助かりました。

長橋さん
富田林市人権協議会

安野さん
はんどくらぶ（工房はんど）

堀野さん
CoderDojo富田林

吉田さん
楠公さんを学ぶ会

田重田さん
NPO法人志塾フリースクールラシーナ
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市民公益活動支援センターからのお知らせ
お知らせ
ＰＬ病院、富田林病院、富田林モータースクールの3ヶ所に、
富田林市市民公益活動支援センタ―のチラシラックがあります。
登録団体のチラシ等を設置いたしますので、支援センターまでお気軽にお持ちくだ
さいネ。毎月１０日までにお願いします。

団体案内や講座やセミナーのチラシなどの設置がOKです。
「仲間募集！」のチラシもOK！ですよ(^_-)-☆

掲載ご希望申込要項

☆次号は10月です。
10月11月のイベント掲載ご希望は
 info@tondabayashi.org  支援センターまで！　
〆切は9月20日です。

イ ベ ン トガ イ ド
シニア世代の会員が日頃の学習成果を発表します。
歌、体操、民舞踊、フラダンス、手編み作品のファッションショー、詩の朗読、川柳など多彩な内容。
会員劇団によるオリジナル劇「天国からのラブコール」も上演。危うくオレオレ詐欺に引っかかりそうになった女性の家に、
今度は亡くなった夫から電話がかかってきて……。
・日時：９月９日（土）9:55 ～ 14:30
・場所：すばるホール（小ホール）
・主催：（NPO法人）シニア富田林くすのき塾
・対象：どなたでも自由に観覧いただけます。入場無料。申し込み不要。
・問合せ：くすのき塾 加藤さん（電話 090-3039-3064）

くすり、あれこれ～認知症ケアと高齢者の服薬～
認知症ケアについての知識を深め、認知症ご本人と介護家族の心と体のケア、服薬の正しい知識を身に着けて、健やか
なること、地域のつながりを支援する一助になればと、企画しました。
・日時：8/26（土）13:30 ～ 16:00（受付 13 時）
・場所：すばるホール　３階　会議室
・内容：  ①13:30 ～ 14:30　 
　
　　　　②13:00 ～ 16:00　

　　　　③15:00 ～ 16:00   
・定員：48 名　
・参加費：３００円
・申込方法：①ＦＡＸ　②メール　③はがき（下記へ）　※締切：8/22（火）必着
   記入内容：氏名（ふりがな）・性別・年齢・住所・日中連絡が取れる電話番号・＜認知症ご本人、介護家族、介護職員、             
　認知症サポーター、地域で認知症の人に対して理解を深めていきたい方、その他＞のどれに相当するか（複数記入可）・
　くすりや認知症ケアについて質問、相談したいことをご記入ください。
　　　＊記入内容は、事業運営のみで利用し、他の目的での使用や第３者へ提供しません。
　　　＊参加証は送りません。申込者多数の場合抽選し、抽選に外れた方にのみご連絡します。
　　　＊医師から運動制限をされている方は、運動はご遠慮ください。
・問合せ先：おれんじパートナー事務局（９～ 17 時）井尻　電話：090(3996)0071
　　　　　   〒584-0031 富田林市寿町 4-6-34　　FAX ：0721-25-4043 
　　　　　   メール：orange.paroner28@gmail.com　ホームページ：http://orange-partner.jimdo.com/
・主催：おれんじパートナー
・後援：富田林市、大阪大谷大学、富田林薬剤師会、（公社）認知症の人と家族の会大阪府支部、河内長野家族の会、
　　　   ＮＰＯ法人認知症の人とみんなのサポートセンター、さくらの会、ＮＰＯ法人日本擦過鍼協会
・協力：富田林市ほんわか（地域包括支援）センター

サポとん

第4回市民公益活動支援センター交流会

ＮＰＯ運営に必要な会計事務の基本的な知識について、税理士を講師とした講座とNPO会計ソフトを使った実践を学びます。
■日時：①9月28日（木）19時～20時30分　税理士から学ぶNPO会計基礎
　　　  ②10月5日（木）19時～20時30分　NPO会計ソフトの実践
■場所：市民公益活動支援センター（NPO法人きんきうぇぶ　小金台二丁目5の10）
■参加費：無料
■お申込み：市民公益活動支援センター　
　　　　　　　電話（0721-26-7887）　メール（info@tondabayashi.org)

市民公益活動支援センター講座③
基礎から学ぶNPO会計講座

募集中！

平成29年7月25日（月）第4回富田林市市民公益活動支援センター交流会を開催しました。
少しハードではありましたがたくさんの方と交流頂きました。今後の活動のプラスになれば幸いです。
「いろいろな交流ができそう」「新しい企画を一緒に考えます」「前からやりたかったことが、実現できそう」などといった感想がありました。

子ども支援サポーター研修会≪富田林のこどもの未来を応援≫

平成29年7月29日（土）1回目の研修会が終了しました。
子どもたちに私たちができること～「こども食堂」「こどもの居場所」を一緒に考えましょう～をテーマに、桃山学院大学准教授 金澤ます
み氏による講演会の後、地域でなにができるか？を話し合いました。

「すこネットクラブ」には、地域の小学生から大学生の異年齢の子どもたちが集まり、すこやかネット明治池の各
事業の運営協力を行ったり、歳末助けあい募金や年３回の清掃活動にも積極的に参加しています。次世代の地
域人材であり、地域活動の担い手として大きな期待を持っています。詳しくは明治池中学校まで。

「すこネットクラブ」会員を募集！

平成29年6月30日（金）長年、市民協働課担当の市職員であり、現富田林市人権協
議会の長橋さんに「富田林市の市民協働の歴史を表から裏から」をお話しいただ
きました。20年ほど前「ふれあい交流課」ができた頃から現在に至るまでの内容に
興味深々。20名を超える参加がありました。

市民公益活動支援センター講座② 終了しました

南河内で活動するアマチュア＆プロのミュージシャンたちの演奏をご覧ください！
ゲストは、最強☆アコースティック・ロックユニット「SAIREN」
・日時：平成 29 年 8月 27 日 ( 日 ) 13:00 開場 13:30 開演
・場所：多目的カフェ＆バー「花唐草」( 南海高野線「滝谷」すぐ )
・費用：500 円 (1 ドリンク代 )
・問合せ：花唐草倶楽部 ( 電話 :070-4313-6358 テラダ )

●くすのき塾 第 15 回「シニアのお祭り」

●TaMaRaN & 花唐草 オムニバス Live Vol.2

●おれんじパートナー（認知症ケアを推進する会）発足１周年記念事業

講演：「くすり、あれこれ～認知症ケアと高齢者の服薬」　
　　　講師：大阪大谷大学薬学部　臨床薬剤学講座　教授　廣谷芳彦先生　　
相談：家族の会や薬剤師などによる「認知症ケア、お薬について」　　
測定：ほんわかセンター看護職によるタッチパネルで「もの忘れチェック」
　　　大阪大谷大学による「骨密度、血管年齢など」
体験：日本擦過鍼協会による体力向上運動・さするハリ　


